
 

領域 助産診断・技術学 授業科目 健康教育方法論 

単位（授業時間/時間数） 1（ 8/ 30 ） 授業回数 4回 開講時期 前期 

担当講師名 専任教員 講師所属 福岡水巻看護助産学校 

特記事項 実務経験のある教員による科目 
臨床（病院）での助産師の実務経験を 

ふまえ臨床に即した授業・演習を行なう 

科目目標 

    健康教育の展開方法を理解する。 

 

授業目標 

１．相談・教育活動の技術について理解する。 

２．健康教育の展開方法が理解できる。 

 
 

授業内容 

１．相談・教育活動の技術 

    １）教育技術 

    ２）相談技術 

    （１）個人へのアプローチ 

    （２）集団へのアプローチ 

       

 

   ３．健康教育 

    １）健康教育とは 

    ２）健康教育の準備・計画、実施、評価 

授業の進め方 

  講義   

教科書 

  助産学講座５ 助産診断・技術学Ⅰ（医学書院） 

 

参考図書 

  家族計画指導の実際（医学書院） 産む力の咲かせ方（メディカ出版） ケアの本質（ゆみる出版） 

評価方法  

  出席および講義参加状況により評価 

 

 



 

領域 助産診断・技術学 授業科目 健康教育方法論 

単位（授業時間/時間数） 1（ 22 / 30 ） 授業回数 11回 開講時期 前期 

担当講師名 専任教員 講師所属 福岡水巻看護助産学校 

特記事項 実務経験のある教員による科目 
臨床（病院）での助産師の実務経験を 

ふまえ臨床に即した授業・演習を行なう 

科目目標 

    健康教育の展開方法を理解する。 

 

授業目標 

１．個人・集団への指導が実施できる。 

 

授業内容 

   １．相談・教育活動の実際 

    １）個人へのアプローチ（個別健康教育演習） 

    （１）妊娠期 

    （２）分娩期 

    （３）産褥期  

 

    ２）集団へのアプローチ 

    （１）マザークラスの実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の進め方 

  講義  演習 

教科書 

  助産学講座５ 助産診断・技術学Ⅰ（医学書院） 

参考図書 

  家族計画指導の実際 （医学書院） 

 産む力の咲かせ方 （メディカ出版） 

 マタニティークラス BOOK（医学書院） 

評価方法 

出席および講義参加状況により評価（100点） 

 

 


